
569

33.

612. 3. 39: 612. 4. 46

中 間 代 謝 ニ 關 ス ル 實 驗 的 研 究

(第4回 報 告)

KCl, CaCl2等 電 解 質 ノ 影 響 ニ 就 テ

岡山醫科大學柿沼内科教室(主 任柿沼教授)

醫學士　 市 村 丑 雄

[昭和7年8月12日 受 稿]

(Aus der Med. Klinik von Prof. Dr. K. Kakinuma der Okoyama Med. Fakultat. Japan,)

Beitrage zur Biologie des intermediaren Stoffzerfalls.

(VI. Mitteilung)

Uber die Einflusse von KCl and CaC12.

Von

Uschio Ichimura.

Eingegangen am 12. Angnst. 1932.

In dieser Arbeit behandelt der Verfasser die Einwirkungen der Elektrolyte, wie KC1 

und CaCl2 auf den intermediaren Stoffzerfall in normalen sowie in den mit Typhusvakzin 

injizierten Kaninchen, indem er dabei die Veranderungen des Gesammt-N sowie des 

Harnsaure-N im Harn beobachtete. Zum Vergleich wurden auch die Versuchsergeb

nisse mittels des Kollargols herangezogen, die schon ausfuhrlich in der fruher erschiene

nen I. Mitteilung dargelegt wurden.

Die Versuchsresultate sind wie folgt:

1) Wenn man den Kaninchen taglich 2 mals, morgens and abends, je 5 cc. (pro kg) 

einer 2.5%igen CaCl2-Losung, einige Tage lang fortgesetzt, intravenos einverleibt, so 

nimmt die Ausfuhrmenge des Gesammt-N sowie der Harnsaure in gewissem Masse ab, 

wahrend bei KCl das Umgekehrte der Fall ist.

2) Wenn man vorher dem Versuchstiere CaCl2 intravenos injiziert, so wird durch 

eine nachfolgende Typhuevakzininjektion die Ausfuhrmenge der N-Substanzen nicht so 

erheblich vermehrt, wie das der Fall ist, wenn Vakzin allein injiziert wird. Wenn man 

aber vorher KCl injiziert, so steigt bei Vakzininjektion die Ausscheidungsmenge des
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gesammt-N, besonders des Harnsaure-N.
3) Wenn man den Kaninchen, die vorher mit einer bestimmten Menge von CaCl2 

intravenos vorbereitet werden, von einer 1%igen Kollargol Losung jeden Tag hinter

einander je 3, 4 und 5 cc. pro kg, also 3 Tage Lang, intravenos verabreicht, so vermehrt 

sich die gesammt-stickstoffausfuhr im allgemeinen, die am I. Tage besonders deutlichist, 

von 2 Tage ab jedoch taglich immer weniger wird, wahrend die Harnsaureausscheidung 

dadurch wenig beeinflusst wird oder sogar manchmal, wenn auch nur im laichten Grade, 

doch taglich zur Vermehrung neigt. Falls mit KCl vorbehandelt wird, so zeigt die Aus

scheidung des Gesammt-N keinen besondern Unterschied, im Vergleich mit den Fallen, 

wo das KCl nur allein injiziert wird, und die Ausscheidung der Harnsaure vermehrt sich 

taglich immer mehr, wenn auch nur in leichtem Grade.

4) Wenn man aber in umgekehrter Weise, also vor der Ca-Anwendung mit dem 

Kollargol blockiert, so zeigen der Gesammt-N und der Harnsaure-N eine verminderte 

Ausscheidung, aber in keiner so repel-massigen Weise, wie das bei alleiniger Injektion 

von CaCl2 der Fall ist, sie zeigen vielmehr erst spates eine Neigung zur Verminderung. 

Bei der KCl-Injektion nach der Blockierung zeigt der Gesammt-N im allgemein einen 

hoheren Wert, als in den Fallen mit CaCl2, was besonders ausgepragt ist bezuglich der 

Harnsaure-Ausscheidung.

Aus den vorliegenden Untersuchungen lasst sich annebmen, dass die Elektrolyte, 

wie CaCl2, und KCl, auf den intermediaren Stoffzerfall im normalen sowie auch in dem 

durch toxische Einwirkung von Typhusvakzin bzw. Kollargol in einen abnormen Zustand 

versetzten Korper eine bestimmte Beeinflussung ausuben. Besonders verandern sie die 

Empfindlichkeit bzw. die Reaktion der Gewebszellen gegenuber solchen toxischen Ein

wirkungen. Auch lasst sich annehmen dass diese wirkung der Elektrolyte sich nicht nur 

auf die Gewebszellen im allgemeinen, sondern auch speziell auf die des reticuloendo

thelialen Systems erstrecken, und zwar deshalb, weil sie bei Blockierung mit Kollargol 

sich anders verbielten als bei normalen Zustand. (Autoreferat.)
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第1章　 緒 論

曩 ニ余 ハ或 種 發 熱 操 作 ニ依 リテ招 來 サ ルル 中 間 代謝 異状 ニ對 シテ,網 状織 内 被細 胞 系 統 ノ所

謂 填 塞竝 ニ脾 臓 剔出 等 ノ意 義 ニ就 キ尿 中各 種 成 分 ノ排 泄 量,或 ハ血 中抗 「ト リブ シン」價 等 ノ消

長 ヲ標 識 トシテ論 ゼ シガ,中 間代 謝 ニ於 テハ 獨 リ細 胞 ノFermentative, Chemischoxydative

 Vorgangeノ ミガ第 一義 的 ノモ ノ ニ非 ズ,却 ツテ生 體 内 ニ於 テ 行 ハ ル ル各種 生 物 學 的 現象 ナル

モ ノ ハ,生 體 内 ニ於 ケル物 理 化學 的 諸要 約 ノ變 調 ニ依 リテ 規律 サル ル コ ト屡 々 ニ シ テ,上 記 ノ

Zellenfunktionモ 随 テ亦 之 ガ變 調 ニ依 リテ,ヨ リ先 驗 的 ニ其 ノ遂 行 ヲ左 右 サ ル ル モ ノ ナ リ.斯

カ ル意 味 ニ於 テ電 解 質或 ハ 無機 鹽類 ナ ル モ ノ ハ生 體 ノ 中 間 代謝 ニ對 シテ重 大 ナ ル役 目 ヲ 演 ジ テ

ル モ ノ ニ シテ,古 來幾 多 ノ研 究 アル 所 以 ナ リ.

即 チStarkensteinハ 犬 ニ經 ロ 的 ニKalkヲ 與 ヘテ

Allantoinノ 排 泄 量 低 減 スル ヲ證 明 セリ. Arnoldi u.

 FecherハCa, Na, Kノ 注 入 ニ依 リテ酸 素 ノ刑 用 ヲ良

好 ナ ラ シメ, CO2ノ 排 出 量 ヲ減 少 セ シ メ タ リ. Asnda

ハCaO, MgO, FeO, P2O5, K2O, KT, Cl等 ノ種 々

ナ ル取 合 セ ヨ リ成 ル混 合食 ヲ與 ヘテ 窒 素 ノ排 泄 ノ減

少 セ ル ヲ觀, N-Retentionヲ 起 シテ體 重 ノ増 加 スル

コ トヲ證 明 シ,之 等 鹽 類 ノ缺 乏 食 ヲ與 フル時 ハ逆 ノ

現 象 ヲ觀 ル コ トヲ知 リタ リ.而 シテ 其 ノ際Kナ ル モ

ノハOxydation竝 ニN-Retentionノ 上 昇 的 作 用 ヲ補

償 スル モ ノナ ル コ トヲ提 唱 セ リ. Marczel Handelハ

Ratteニ 就 テ 殆 ド同 様 ナル 方 法 ニテ飼 育 シ,瓦 斯 代

謝 ノ状 態 ヲ詳 細 ニ追 求 シテ,大 體 ニ於 テ 之 ニ左 袒 セ

ル モ ノ ニ シテ,之 等 鹽 類 缺乏 食 ヲ與 フル時 ハ1-2週

間 後 ニハ 瓦 斯 代謝 ハ 上昇 シ,ソ レヨ リ漸 次 下 降 ス レ

ドモ一 定 期 間 後 ニ ハ最 初 ノ價 ト殆 ド同 様 ニ復 歸 シテ

恒 定値 ヲ示 ス ニ至 ルモ ノナ ル コ トヲ證 明 シ,其 ノ際

代 謝 下 降 ナル モ ノハ 體 重減 少 ヨ リモ ー 般 ニ著 明 ナ リ

ト言 ヒ,且 斯 力ル 状 態 ニ於 テ モKヲ 與 フル 時 ハ體 重.

瓦 斯 代 謝 ノ下 降 ハ緩 漫 トナ リ,豫 メ最 初 ヨ リ(NaCl

+KCl)ヲ 供 給 シ置 ク時 ハ 數 週 間 觀 察 ス ル モ瓦 斯 代

謝 ノ低 下 ヲ來 サ ズ,反 之Caヲ 與 フル 時 ハ急 速 ニ其

ノ下降 ヲ呈 シ,又 最 初 ヨ リCaヲ 以 テ 飼 育 スル 時 ハ

約5週 間 ノ後 ニ ハ 不然 ル モ ノ ヨ リ強 烈 ナ ル 低 下 ヲ觀

タ リ,然 レ ドモPhosphate, Eisen等 ハ 大 ナ ル影 響 ヲ

及 ボ ス モ ノニ非 ザ ル コ トヲ言 ヘ リ.

而 シテ 輓 近 醫學 ニ於 ケル 物 理 化 學 的 研 究 ノ發 達 ト

共 ニ,之 等 無 機鹽 類 ノ作 用 機 構 ニ關 シテ ハ仔 細 二亙

リテ 種 々 ナ ル解 説 ガ試 ミラル ル 處 ナ レ ドモ,無 機 鹽

類 或 ハ電 解 質 ナ ル モ ノハ 結 局 溶 液 中 ニ於 テIonニ 解

離 スル ヲ以 テ其 ノ特 性 トナ ス以 上 之 等 物質 ノ主 要 ナ

ル作 用 性 能 タル ヤ 畢 竟 ハ 之 ガ解 離 シテ生 ズ ルIonノ

性 状 ニ 其 ノ重 要 性 ハ歸 セ ラ ル ベ キ モ ノナ ル ベ シ.而

シテZunz, Mader, Misch, Bing等 ハMineralwasser

trinkkurニ 於 テ體 内 ニ移 入 サ レタルAnionハ 酸 素 消

費 量 竝 ニ 呼 吸 比 ノ増 昇 ヲ惹 起 シ, Kathionニ ハ 之 ニ

反 シテ其 ノ作 用 ナ キ コ トヲ言 ヒ,又 實 際PO4-Ionガ

強 カ ナ ル 生 物 學 的 作 用 ヲ惹 起 ス ル コ トハ 周 知 ノ事 實

ナ ル ガ,前 掲 諸 家 ノ業 績 ヲ觀 ル モ明 カ ナ ル ガ如 ク,

一般 ニハ1-2價 ノKathionガ 重 要 トセ ラ レAnion

ノ意 義 ハKathionニ 比 ス レバ消 極 的 ニ シテ 寧 ロ 二 次

的 ノ感 ア ル コ トハ, Jasenノ 業 績 ニ依 リテ 思 考 セ シ

メ ラル ル處 ニ シテ,氏 ニ依 レバAnionノ 意 義 ハ 經 ロ

的 投 與 ニ 際 シテKathionノ 吸 收 ニ重 大 ナ ル關 係 ヲ有

シ, HCC5>SO4>Cl>Azetat>Br>Laktat>PO
4等

ノ順 位 ニ吸 收 率 ヲ良 好 ナ ラ シム ル ト云 ヒ,之 ニ由 テ

考 フ レバMader一 派 ノ提 唱 モ 一 面 ノ眞 理 ヲ物語 リ

タ ル コ トヲ 知 ル モ ノナ リ.就 中 生 體 内 ニ ア リテ ハ

Kolloidchemisoh, biologischニK及 ビCaガ 代 表 的

ノ モ ノニ シテ, Zondek, Braus等 ハ 植 物 神 經 細 胞 ニ
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對 ス ル作 用 ハKathionハ 移 動 ニ依 リテ起 リ,其 ノ際

CaハSympathicusノ 刺 戟 ト同 義 效 果 ヲ齎 シ,又K

ハParasympathiousノ ソレ ト同 義 的 作 用 ヲ發 現 ス ル

モ ハニ シ デ,且 兩 者間 ノ關 係 ニ就 テ 植物 性 神 經 ノ機

能 ハIonノ 存 在 ヲ必 要 トシ電解 質 ヲ介 シテ 行 ハ ル ル

モ, Ion作 用 ハ 必 ズ シ モ植 物 性神 經 ノ介 在 ヲ必 須 條

件 トセザル ロ トヲ實験的成績 ヨ リ歸結 セ リ.斯 ノ如

クKトCaハ 生體 内ニ有 リテ互 ニ拮抗 作用 ヲ有 シ,

相連 結 シテ細胞 ノ正 常作用 ノ調節 ニ與 ルモ ノナルベ

キヲ以テ,中 間代謝 ニ對 シテ モ其 ノ絶對量 ヨ リモ寧

ロ相 對的均衡差違 ノ大 小ガ ヨ リ重要 ナル意 義 ヲ生 ズ

ルモ ノノ如 ク考 ヘラル.

爰ニ於テ余ハ家兎ニ就キ尿中總窒素量及 ビ尿酸ハ排泄量ヲ標識 トシテ,實 驗的發熱時ニ觀 タ

ル中間代謝異状ニ對 シ, Ca, Kガ 如何 ナル影響ヲ及ボスモノナルカヲ檢 シ,同時ニ曩ニ報告 セル

Kollargolノ 新陳代謝ニ對スル一定作用 ニ對 シ,之 等電解質ハ影響ガ如何 ナル反應ヲ呈スルヤ

ヲ觀,同 時ニKollargolト 電解質 トノ作用關係 ニ就テ觀察 ヲ試 ン ト欲 シテ本實驗ヲ開始 シタリ

シガ,一 定成績ヲ得タルヲ以テ,之 ニ由 リテ論據 シ,此 方面 ニ於 ケル知 見ヲ聯 力補遺 セントス.

第2章　 實 驗 方 法

供 試 動物家兎 ニ關 スル諸條件及 ビ尿中総窒素量,

尿酸 屋 ノ測定 方法ハ第1回 報告 ニ於 テ詳述 セル處 ト

全 ク同様 ナ リ. Kollargol溶 液 ニ關 スル諸 條件 モ其 ノ

際使用 セ シモ ハ ト全 ク同様ナ リ. K及 ビCaノ 供給

ハKCl及 ビCaCI2ノ 各2.5%水 溶液 ヲ作 リ約5.0cc

 pro kgヲ 朝夕2回 各 々耳静脉 内ニ 注入 セ シモ ノナ

リ.最 初5%ハ モ ハヲ使用セ シガ,之 ニ依 ル時ハ試

獸 ニ對 スル注射 反應強烈 ニ失 シ,注 射後間 モナ タシ

テ斃 レ或ハ又食 思不振ガ高度 トナ リテ,定 餌 ノ大量

ヲ残留 シ,實 験成 績 ノ判定 ヲ煩雜 ナラシムル惧 レア

リタル ヲ以 テ, 2.5%溶 液 ヲ使用 スル コト トセ リ.

第3章　 自 家 實 驗 例

第1節　 尿 中總 窒素 及 ビ尿 酸排 泄量 ニ對 スルKCl, CaClzノ 影響 ニ就 テ

先 ヅ正常状態 ニ於 ケル時 ニ之等 兩者 ノ溶液 ガ如 何

ナ ル影響 ヲ及ボ スカヲ觀 ン トシテ家兎Nr. 1-4ニ

就 キテ實験 セ リ.

第1表　 家兎Nr. 1　 〓　 體重2100g
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第2表　 家兎Nr. 2　 〓　 體重2300g

第3表　 家兎Nr. 3　 〓　 體 重2500g

第4表　 家兎Nr. 4　 〓　 體重2100g
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此 成 績 ハ第1-4表 ニ於 テ示 セ ル 處 ニ シテ,家 兎

Nr. 1ニ 於 テ ハ2.5% CaCl2溶 液 ヲ10㏄ 宛 朝 夕2回

約5日 間 毎 日連續 的 ニ注入 シテ5日 間 ニ及 ビ,家 兎

Nr. 2ハ2.5%KCl溶 液 ヲ11cc宛 同 様 ニ シテ 約4日

間 注 入 セ シ モ ノナ リ.家 兎Nr. 3ハKCl溶 液 ヲ12CG

宛,家 兎Nr.4ハCuCIP溶 液 ヲ10cc宛,各 同 様 ナ ル

方 法 ニテ 注 入 セ シ モ ノナ リ.一 般 ニ 之 等 ノ注 射 ニ對

ス ル試 獸 ノ反 應 ハCaCl2ニ ヨル 方 ガKClニ 依 ル ヨ リ

モ 強 烈 ニ シテ, CaCl2ノ 注 入 ニ依 リテ ハ稍 々食 思 不

振 ヲ起 ス モ ノ ノ如 ク,屡 々幾 分 ノ食 餌 残 留 ヲ見 ル コ

トア リ,又 注 入 ニ際 シテ見 ル呼 吸 促迫 〓度 モCaCl2

ニ於 ケル ガ 強 烈 ナ リ,然 レ ドモ極 メテ ー過 性 ニ シテ

注 射 終 了 後 ハ 間 モナ ク平 静 ニ歸 セ リ.其 ノ他 ニハ 特

筆 ス ベ キ 現 象 ヲ認 メ ズ.

而 シテ之等 ノ實驗成績 ハ掲表 ニヨ リテ其 ノ細 目ヲ

觀 ルガ如 クニシテ,一 般的 ニ一時的 ニハ之等 ノ溶液

注 入 ニ依 リテ尿量 ノ増加 ヲ來 スモ ノノ如 シ.

家兎Nr. 1　 〓　體重2100g(第1表 參照)

総窒素量 ノ消長 ヲ觀 ルニ注射開始 ヨ リ2日 目ニハ

注 射前 ノ1.4gニ 比 シテ1.1gヲ 示 シ明 カ ニ 減少 ヲ來

シ,爾 後 注 射 回 數 ヲ 重 ヌ ル ニ ツレテ 漸 次 低 下 ヲ示 セ

リ.而 シテ0.9, 1.0g等 ノ値 ヲ示 ス ニ至 リテ23/VI

限 リ注 射 ヲ停 止 ス ル ニ翌 日ハ1.2g.翌 々 日ハ1.4g

ヲ示 シ爾 後ハ 殆 ド注射 開 始 前 ノ値 ト同 様 値 ニ ナ ル ヲ

觀 タ リ.

尿 酸 二 就 キ テ 觀 ル ニ,注 射 開 始 前 ノ平 衡 値 ハ

0.0065gニ シテ 大體總窒素 量 卜並行的ニ 漸次減少 ニ

傾 キ其 ノ經過 ヲ等 シクセルヲ觀 タリ.

家 兎Nr. 2　 〓　 體 重2300g(第2表 參 照)

KCl注 入 ニ依 ル モ ハハ 前 家 兎 ノCaCl2ノ 時 ノ ソ レ

トハ 稍 々趣 キ ヲ異 ニセ ル ハ 一 目瞭 然 タ ル處 ニ シテ,

此 場 合 ノ總 窒 素 量 ノ消 長 ヲ觀 ル ニ,注 射 開 始 前 ニ於

ケ ル 平 衡値 ガ1.5g-1.4gナ ル ニ對 シ注 射 當 日 ヨ リ

1.6gヲ 示 シ, 1.7gト ナ リテ 稍 々高 位 ニ經 過 セ リ.而

シテ 注 射 停 止 後 ハ亦 間 モ ナ ク 最 初 ノ平 衡 値 ニ 復 歸 セ

リ.一 方 尿 酸 量 ノ消 長 ヲ觀 ル ニ, CaCl2ニ 於 ケル ガ

如 ク,必 ズ シモ總窒素 量 ノ消長 ニ並行的 ニハ經過 セ

ザ リシモ,大 體 ニ於テ,其 ノ傾 向ハ窺 ハルル處 ニシ

テ總窒素 ニ比 ス レパ一般 ニ其 ノ排泄上昇 ハ顯 著ナ リ

ト言 ヒ得 ベシ.

家兎Nr. 3　 〓　體重2.500g(第3表 參照)

總窒素量 ノ排泄 ハ,注 射開 始前 ニ比 ス レバ一般 ニ

注射期間 ヲ通 ジテ高値 ヲ示 セル コ トヲ詔 メ得 ルモ,

 1.5-1.8gノ 間 ヲ動搖 シ平衡状態 ノ失 調 ヲ來 シ タル

他 ニ特定 ノ變 化 ヲ窺 ヒ得 ズ.尿 酸量 ヲ觀 ルニ總窒 素

量 ノ消長 ト並行的的 ニ變 化 ヲ共 ニセザ レ ドモ,全 經

過 ヲ通覽 スレバ,結 局同様 ナル性質 ノモ ノニシテ,

注入開 始前 ノ平 衡値 ニ比 シテ増 減 ノ差稍 々著 シク,

而 シテ全體 ヲ通 ジテ稍 々一般 ニ排 泄増多 ヲ認 メ得 レ

ドモ,其 ノ様式 ニ於テ一定傾向 ヲ窺 ヒ得ズ.

家兎Nr. 4　 〓　體重2.100g(第4表 參照)

反之CaCl2注 入 ノ本 家兎 ニ於 ケル成績 ハ可ナ リ判

然 タル モ ノニシテ,注 射開 始 ト同時 ニ既 ニ總窒素量

ハ低下 ヲ示 シ,其 ノ回數 ヲ重 ヌルニ伴 ヒテ漸次下降

的數字 ヲ示 シ, 0.9gニ 至 リテ最 低 トナ リ タルモ ノノ

如 ク,翌 日ハ又1.06gト ナ リ タリ.即 チ此 注射時 日

ハ其 ノ期間短 シ ト難 モ,既 ニ其 ノ變 化 タルヤ判然 タ

ルモ ノニ シテ,之 ニ由 リテ觀 レバCaCl2注 入 ノ場合

ハ 漸次遞 減的 ニ低下 シテ或 程度 マデニ至 レバ復稍 々

元 ノ平衡値 ニ近 カ ントスル一定傾 向 ヲ其 ノ變 化 ノ上

ニ窺ヒ得 ルモ ノノ如 シ.又 尿酸量 ノ消長 ヲ觀 ル ニ,

一般 ニハ全經過 ヲ通 覽 スル時
,漸 次減少セ ル コ トハ

能 ク窺 ヒ得 ル處 ニシテ,亦 大體 ニ於 テ總窒 素量 ハ消

長 ト並行 セル モノ ト看做 シ得 ベ シ.
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第2節　 「チ フス ワクチ ン」注 入ニ際 シテ觀 ラルル中間

代 謝異状 ニ對 スルKCl, CaCl2ノ 意義 ニ就 テ

KCl, CaCl2ノ 各 單 獨 注射 ニ依 ル影 響 ヲ觀 察 セル余 ハ更 ニ,之 等 鹽 類 ノ供 給 ヲ豫 メ一 定 量 行

ヒ タル生 體 ニ於 テ, Typhusvakzin注 入 ニ依 リテ惹 起 サ ル ル 中 間 代 謝 異状 ニ對 シテ如 何 ナ ル影

響 ヲ及 ボ ス モ ノ ナル 力 ヲ觀 ン ト欲 シテ,家 兎Nr. 3及 ビ4ニ 就 キ テ引 續 キ實 驗 テ行 ヘ リ.

家 兎Nr. 3(第3表 參 照)

前 記 ノ如 ク4/III-8/IIIノ5日 間KCl溶 液 ヲ毎 日

2回 注 入 セ ル後 ニ, 9/III朝 同 溶 液12cc注 入 後 試 獸

ガ 平静 ニ復 シ タル時 期 ニ於 テTyphusvakzin 2.5ccヲ

皮 下 ニ注 入 セ シモ ハニ シテ,總 窒 素 量 ハ前 日 ノ1.5g

ニ 比 シ テ1.85gヲ 示 シ明 カ ニ上 昇 セ リ.尿 酸量 ニ就

テ觀 ル ニ前 日 ノ0.0089gニ 對 シテ0.0096gヲ 示 シ.

同 様 ニ増多 セ ル ヲ觀 ダ リ.更 ニ其 ノ翌 日 ニハ0.0108g

ニ シテ 益 々増 量 ヲ觀 タ リ.總 窒 素 量 ハ 翌 日 ヨ リ減 少

シテ 平 衡 値 ニ近 ヅ キ タ リ.

家 兎Nr. 4(第4表 參 照)

4/III-7/IIIノ4日 間CaCl2ヲ 注 入 セ ル モ ノニ シ

テ, 8/III朝 同 液10cc注 入 後,一 般 状 態 ノ平 静 ニ復

ス ル ヲ待 チテ, Typhusvakzin 2.5ccヲ 皮 下 ニ注 入 セ

ル モ ノナ リ.

其 ノ成 績 ハ 總 窒 素 量 ノ變 化 ヲ見 ル ニ, 7/IIIノ

1.06gニ 比 シテ8/IIIノ モ ノハ1.22gヲ 示 シ,即 チ 前

日 ノ ソ レニ比 ス レ バ稍 々 上 昇 セ ル モ ノナ レ ドモ,最

初 ノ平 衡 値 ノ1.4gニ 比 ス レバ決 シテ 上 昇 セ ルモ ノ

ニ非 ズ.尿 酸 量 ハ前 日 ノ0.0048gニ 對 シテ0.0058g

ヲ示 シ,前 日來 ノ平 均値 ニ比 ス レバ稍 々上 昇 ヲ示 セ

シモ ノナ レ ドモ,最 初 ノ平 衡 値 ニ對 ス ル時 ハ 必 ズ シ

モ上昇 トハ言 ヒ 難 シ.而 シテVakzin注 射 ニ先 チ テ

注 入 シ來 リ タル 溶 液 ノ及 ボ ス影 響 ハ 家兎Nr. 1-2ニ

於 テ 觀 ル ガ如 ク,注 射 停 止 後 モ 其 ノ翌 日ハ 尚 ホ存 續

ヲ觀 タル處 ニシテ,之 ヲ對 照 トシテ本 成 績 ヲ觀 察 ス

ル時 ハ, KClノ 場 合 ハVakzinニ 依 リテ,其 ノ單 獨 注

入 ノ時 ニ於 ケ ル ガ如 クニ顯 著 ナ ラズ ト雖 モ,稍 々 體

組 織 崩 壊 ハ強 調 セ ラ レ タル モ ノ ト看 做 シ得 ベ ク,又

CaCl2ノ 場 合 ニ 於 テ ハ 尠 ク トモ強 調 サ レ タル モ ノ ト

ハ認 メ難 ク,却 テ 抑 制 的 ニ作 用 セル モ ノ ト看 做 シ得

ベ シ.

第3節　 中間 代謝 ニ及 ボスKollargol,　 KCl及 ビ

CaCl2等 ノ作用 ノ比 較 研 究 竝 ニ之等 ノ

相 互的關聯 ニ就 テ

余 ハKollargol, KCl及 ビCaCl2等 ノ各 々 單 獨 注 入 ニ依 リテ惹 起 セ ラ レタ ル 尿 中諸 成 分 排 泄

消 長 ニ關 シテ 既 ニ一定 作 用 ヲ觀 察 シタル ヲ以 テ,之 等 ヲ相 前 後 シテ 注 入 ス ル 時 ニ惹 起 サ ル ル 變

化 ヲ觀 察 シ,以 テ中 間 代謝 ニ於 ケル之 等 溶 液 ノ意義 ヲ相 互 的 ニ比 シテ,各 自 ノ作 用 機 轉 乃 至 ハ

關 聯 ヲ考 察 セ ン ト欲 シテ家 兎Nr. 5-8ニ 就 キ テ實 驗 ヲ行 ヒタ リ.

家 兎Nr. 5　 〓　 體 重2000g(第5表 參 照)

15/III-18/IIIノ4日 間 毎 日連 續 的 ニ2.5%KCl

溶 液10cc宛 朝夕2同 注 入 シテ,引 キ績 キ19/IIIヨ

リ朝1回 丈 ケ同 液 ノ10ccヲ 注 入 シ午 後1時 頃1%

 Kollargol溶 液5ccヲ 注 入 シ, 20/IIIニ ハ6cc, 21/III

ニ ハ8ccヲ 各 々注 入 セ シモ ノナ リ,
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第5表　 家兎Nr. 5　 〓　 體 重2000g

此 成 績 ハ 第5表 ニ示 セ ル處 ニ シテ, KCl注 入期 間

ニ 於 ケル 成 績 ハ 大 體 ニ於 テ 第2，3表 ニ於 ケ ル ソレ ニ

準 ズ ル變 化 ヲ示 セ リ.而 シ テKollargol注 入 ニ及 ビテ

ハ 注 射 第1日 ニ於 テ總 窒 素 量 ハ既 ニ前 日 ノ1.43gニ

比 シテ1.68gヲ 示 シ,著 明 ナ ル 上 昇 ヲ觀, 2日 目 ニ

ハ1.75gニ シテ 更 ニ上 昇 シ,第3日 目 ニ ハ1.52gニ

減 少 セ リ.尿 酸 量 ニ就 テ 觀 ル ニ表 ニ於 テ明 力 ナ ル ガ

如 ク,此 期間 ニハ從前 ニ比 シテ一般 ニ著明 ナル上 昇

ヲ示 シ,總 窒 素量 ニ反 シ注射第3日 目ニ於 テモ益 々

著 明 ナ ル上 昇 ヲ示 セ リ.

家 兎Nr. 6　 〓　 體 重2200g(第6表 參照)

15/III-18/IIIノ4日 間 連 續 的 ニ2.5% CaCl2溶

液12cc宛 朝 夕2回 注入 シ, 19/III朝 同 液12cc1回

午 後1時 頃Kollargol溶 液6ccヲ 注 射 シ,爾 後 ハ

20/IIIニKollargol溶 液8cc, 21/IIIニ10ccヲ 注 射

セ シ モ ノ ナ リ.

第6表　 家兎Nr. 6　 〓　 體重2200g

其 ノ成績 ハ第6表 ニ示 セ ルガ如 クニシテ,總 窒素

量 及 ビ尿酸量 ノ消長ハCaCl2注 入期間 ニ於 ケルモノ

ハ家 兎Nr, 1, Nr. 4等 ニ 於 ケル ト其 ハ傾 向 ハ 等 シ キ

モ ノナ リ. Kollargolヲ 注入 スル ニ及 ビテ ハ,總 窒 素 量
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ハ 前 日 ノ1.24g比 ス レバ1.71gニ シテ,尚 ホ 爾 後

ト雖 モ一 般 ニ3日 間 ヲ通 ジテ 顯 著 ナ ル 増多 ヲ觀,且

注 射 停 止 後 ニ於 テ モ比 較 的 高値 ヲ示 セ リ.尿 酸 量 ハ

KClヲ 豫 メ注射 セ ル 場 合 ノ如 ク一般 ハ 著 明 ナ ラ ザル

モ, Kollargol注 入 期 ニハ 概 シテ 排 泄 上昇 サ レ タル ヲ

知 ル.

家 兎Nr. 7　 〓　 體 重2200g(第7表 參 照)

13/V-15/Vノ3日 間 ニ亙 リテ1%　 Kollargol溶 液

各 々6, 8, 10ccヲ 注 入 シ,爾 後 ハ16/Vヨ リ5日 間

毎 日 朝 夕2回CaCl2溶 液 ヲ注 射 セ シ モ ノナ リ.

第7表　 家兎Nr. 7　 〓　 體重2200g

其 ノ成 績 ハ第7表 ニ示 セ ル ガ如 クニ シテ, Kollargol

注 入 ニ於 テ ハ 既 ニ第1日 ヨ リ總 窒 素 電 ハ 上 昇 シ, 2

日 目 ニハ 最 高値 トナ リ,第3日 目 ニ ハ減 少 ニ傾 キ タ

リ.而 シテCaCl2注 入 ニ及 ビ テ ハ漸 次其 ノ減 少 セ ル

ヲ觀 タ リ.尿 酸 量 ノ消 長 ハ 大 體 ニ於 テ 總 窒 索 量 ノ消

長 卜並 行 的 ニ推 移 セ ル モKollargol注 入 第3日 目 ニ

於 テ モ 尚 ホ相 當 ノ増 多 ヲ觀, CaCl2注 入 ニ及 ビテ 次

第 ニ低 下 ス レ ドモ 平衡 値 以 下 ニ降 ル コ トナ キモ ノ ノ

如 シ.

家 兎Nr. 8　 〓　 體 重2500g(第8表 參 照)

12/V-14/Vノ3日 間 連 續 的 ニ1% Kollargol溶 液

各10, 12, 13ccヲ 注 入 シ, 15日 ヨ リ毎 日朝 夕2回

KCl溶 液 ヲ12cc宛 注 射 セ シ モ ノ ナ リ.其 ノ成 績 ハ

第8表 ニ於 テ 觀 ル ガ 如 ク,

第8表　 家 兎Nr. 8　 〓　 體重2500g
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總窒素 量ハKollargol注 入 ニ於 ケル家兎Nr. 7ニ 於

ケル ト大體 同様 ノ傾 同 ヲ以テ消長セ リ,而 シテKCl

溶液注射開 始 ノ15/Vニ 於 テハ總窒 素量 ハ1.89gヲ

示 シ,可 ナ リ著 明 ノ上昇 ヲ示 シタ レドモ翌 日 ヨリハ

又大體 最初 ノ平衡値 ニ近似 シテ殆 ドー定値 ニ經過 セ

リ,尿酸 ノ排泄量 ヲ觀 ルニKCl注 入 ニ及 ビテ,總 窒素

ハ既 ニ平衡値 ニナルモ,尚ホ著明 ノ排 泄上昇 ヲ示 シ,

其 ノ持續3日 間 ナリ,然 レ ドモ爾後ハ又大 體最初 ハ

平衡値 ニ復歸セ リ.

第4章　 實驗成績ノ總括的考按

抑 々鹽 類 溶 液 ノ生體 内供 給 ニ依 リテ,之 ガ新 陳 代謝 ニ及 ボ ス 影 響 ヲ檢 索 セ ン トスル ガ如 キ實

驗 ニ於 テ ハ,從 來 多 ク ハ生 體 内 ニ於 テ 當 該 鹽 類 ノ供 給 ニ依 ルIonverschiebungヲ 意 圖 シ,又

獲 タル成 績 結果 ヲ招 來 セ シ機 構 ニ關 シテ ハ,随 テ 專 ラ解 離 ニ依 リテ 生 ジタ ルIonノ 各 種 作 用 ニ

歸 セ ラ レタル處 ナ レ ドモ,一 般 ニ斯 カル 實 驗 ニ當 リテ ハ最 初 ヨ リ注 意 ス ベ キ コ トハ,假 令鹽 類

ノ供 給 ニ依 リテIonenverschiebungヲ 惹 起 ス ル トモ,此 失調 ガ決 シテ永 續 的 ニ 非 ザ ル コ ト,且

又K. Klinkeガ 詳 論 ヲ試 ミタ ル ガ如 ク,體 液 中 ニ於 ケ ルIonノZustandガ 可 ナ リ複 雜 ナル モ

ノ ナ ル コ トニ シテ,生 體 内 ニ於 ケル 電 解 質 ノ解 離 ニ關 シテ モ亦 随 テ各種Ionニ 依 リテ各 々種 々

ナ ル掣 肘 ヲ伴 フ モ ノ ニ シテ,普 通 ノ溶 液 論 ニ於 テ 行 ハル ル ガ如 ク單 純 ニ ア ラザ ル コ ト等 ニ シテ

今 日之 等 ノ想 定 ニ對 シテ,尠 ク トモ理 論 ヒニ於 テ ノ ミス ラ,充 分 ナ ル確 證 テ有 ス ル合 理 的 實 驗

方 法 ハ皆 無 ナ リ ト稱 セ ラル ル處 ナ リ.元 來 正 常状 態 ニ ァ リテ ハ生 體 内 ノIonハ 平 衡 状 態 ニ保持

サ レテ,正 規新 陳 代 謝 テ圓 滑 ニ遂 行 スル モ ノ ナ リ トサ ル ル ガ,之 等Ionenノ 平 衡 或 ハ濃 度 ノ恒

定 保 持 ニ對 シテ ハ種 々 ナル要 約 ガ關 聯 スベ ケ レ ドモ,就 中 體 液 ノPuffermechanismenニ 依 リ

テ保 證 サ ル ル モ ノ ニ シテ,血 液 ノEiweisskerper, Kohlensaure等 モ斯 カ ル意 味 ニ於 テ重 大 ナ

ル 役 目 テ演 ジ ヲル モ ノナ ル ガ,例 之Ca-Ionニ 就 キ テ モ血 液 中 ノ蛋 白體, H-, HCO3-, HPO4-Ion

等 ノkonzentrationニ 關 聯 スル モ ノ ナ リ,随 テ假 令 何 等 カ ノ理 由 ニ依 リテIonenkonzentration

ニ失 調 ヲ來 タ ス ガ如 キ揚 合 ニ於 テ モ,他 ノ總 テ ノ生 物 學 的 現象 ニ於 ケル ト同 様 ニ
,比 較 的 速 ニ

正 規 状 態 ニ復 歸 スル モ ノナ リ,夫 レ故 ニ或 一 ッ ノIonノKonzetrationヲverschiebenセ シメ

得 タ リ トシテ モ,之 ガ新 陳 代謝 ニ對 スル 當 該 影 響 ヲ觀 察 セ ン トス ル コ トハ極 メテ 困難 ナル コ ト

ニ屬 シ,豫 メ實 驗 方 法 ニ就 テ ー定 ノ考 慮 ト洞 察 ノ モ トニ
,獲 タ ル成 績 ノ判 定 テ試 ムベ キ モ ノナ

ル ベ ク,例 之一 定 成 績 ヲ得 ザ リ シ場 合 ニ於 テ モ,最 初 施 シタ ル 操作 ガGesamtstoffwechselニ

對 シテ一 過 性 ニ何 等 カ ノ作 用 ヲ及 ボ シタ ル モ ノナ リヤ否 等 ノ鑑 別 制 定 ハ不 可 能 トナル コ トァル

べ シ.則 チ從 來多 少 ノ人 々 ガ 行 ヒタ ル處 テ觀 テ モ,易 々 トシテ體 内Oxydationノ 時 間的 推 移 ヲ

比 較 的 簡 便 ニ觀 察 シ得 ル瓦 斯 代謝 ニ依 リテ研 究 セ シ所 以 ニ シテ,斯 ノ如 キ實 驗 ニ於 テ更 ニ理 想

的 ナル ハ寧 ロ生 體 ヨ リ離 レタルIsolierte Organニ 就 キ テ 正 規Ion平 衡 状 態 ヨ リ幾 何 ノ背 離 ニ

依 リテ 幾 何 ノOxydation差 違 ヲ惹 起 ス ル カ ヲ觀 察 スル ニ シカ ザ ル ベ シ.余 ハ之等 ノ事 實 ヲ想 念

シテ鹽 類 溶 液 供 給 ニ關 シテ ハ次 ニ記 スル 諸 氏 ノ實 驗 的 成 積 ニ其 ノ理 論 的 根 據 テ置 キ タ ル モ ノ ナ
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リ.即 チ片 瀬 ハ家 兎 ニ多 量 ノCaCl2溶 液 ヲ注 入 シテ貧 血 ヲ起 ス コ トヲ觀,仍 テ 血液 性 状,一 定

變 化 ヲ標 識 トシテ,量 的 ニ5%ノCaCl2溶 液 ヲpro kg5.0, 2.5, 1.0, 0.5ccノ4種 ニ大 體 分 類 シ

得 ル モ ノ ナル コ トヲ示 セ リ.然 レ ドモCaノBilanzstoffwechsel, Deposition等 ハ 内 分 泌 腺 ノ

特 異作 用Galle, Vitermin-D, Ultravirlettlicht等 ノ 作用 ニ ヨ リテ整 調 サル ル コ トハ周 知 ノ事 實

ニ シテ,余 ノ行 ヒタ ル ガ如 キ試 獸 諸條 件 ノモ トニ ア リテ ハ5.0% CaCl2溶 液 一般 状 態 ノ反 應 聊

力強 烈 ニ失 シ,注 射 後 間 モナ ク死 亡 セル モ ノ,又 ハ著 シキ食 思 不 振 ヲ起 シテ 残 留 食 餌 過 多 ニ失

スル モ ノ等 ヲ生 ジタ ル ヲ以 テ2.5%ノ モ ノ ヲ選 定 セ リ.又太 田 ハ血 中 ニ注 入 サ レタルCaノ 運 命

ニ關 シテ研 究 セル處 ア リシ ガ,氏 ハ5%ノCaCl2溶 液4.0ccヲ 注 入 セ シニ血 中Ca價 ハ30分 後

ニ ハ上 昇 ヲ示 セ ル モ2時 間 モ經過 スル 時 ハ注 射 前 ノ正 常 値 ニ復 歸 スル ヲ觀,而 シテ注 射 後3時

間 内 ニ ハ其 ノ17-20%ガ 腎 臓 ヨ リ排 泄 セ ラル ル コ トヲ確 力 メタ リ.又Fine, A. u. Taylor

二依 レバ,人 間乃 至動 物 ニ於 テ ハSeumcalciumノ 上 昇 ハ短 期 間 ニ シテ, 2-3時 間 トセ リ,

 Sieburg-KesslerハFroschherzニ 對 スルCaノ 生 物 學 的 作 用 ノ 現 否 ニ依 リテ,注 入 セル

Caliumionノ 存 消 ヲ檢 セル ニ,注 射 後 僅 ニ25-30分 間 ニ限 ラ レ爾 後 ハCa-價 ハ上 昇 セル モ

Froschherzニ 及 ボ ス作用 ハ消 失 ス ル コ トヲ云 ヘ リ.而 シテ注 入 サ レタ ルCaノ 血 中 ヨ リ ノ消 失

ハ 只 單 ニ其 ノ排 泄 場 所 ヨ リ體 外 ニ驅 逐 サル ル 爲 メ ノ ミニ由 ル モ ノ ニ非 ザ ル コ トハ,正 常 状 態 ニ

ニ於 テ最 モ盛 ニ排泄 サル ル ト考 ヘ ラ レタ ル(25-99%ヲ 直 腸 ヨ リ排 泄 シ,尿 中排 泄 量 ニ比 ス レ

バ1:10乃 至12ナ リ トサ ル)直 腸 ヲ切除 シテ モ同様 ノ結 果 ヲ齎 ラ シ,所 謂Calciumretention

ヲ起 シテ諸 種 組 織 内 ニ潴 溜 セ ラル ル モノ ニ シテ, Dadlezハ24時 間 後 ニ注 入 セルCaノ 半 量 ガ

排 泄 シ盡 サル ル モ ノナ リ ト言 ヘ リ.即 チ上 記 ノ諸 事實 ヲ觀 レバ注 入 サ レタ ルCaハ 尠 ク トモ數

時 間 ハ比 較 的 其 ノ大 部 分 ガ猶 ホ組織 中 ニ潴溜 セラル ル モ ノ ト看 做 シ得 ベ シ.仍 テ余 ハ注 射 回 數

ヲ2回 トシテ可 及 的 生 體 内 ノIon變 動 ヲ惹 起 セ シムル 回 數 ハ多 力 ラ シメ又 其 ノ體 外 排 泄 ヲ困 難

ナ ラ シメ ン コ トヲ期 シタ ル モ ノナ リキ.

而 シテ 余 ハ最 初 斯 ノ如 ク ニ シテ一 定 期 間KCl及 ビCaCl2等 ノ鹽 類 溶 液 ヲ注 入 スル コ トニ ヨ

リテ,ソ レ自身 ガ新 陳 代 謝 ニ如 何 ナ ル結 果 ヲ齋 ス モ ノ ナル ヤ ヲ觀 ン トセ シモ ノ ナ リシガ, KCl

注 入 ニ依 リテ ハ 總窒 素竝 ニ尿 酸排 泄 量 ハ輕 度 上 昇 的 平衡 失 調 ヲ示 シタ ル モ ノ ニ シテ, CaCl2注

入 ニ依 ル成 續 ハ之等 兩 成 分 ガ漸 次 一定 度 迄 下 降 ヲ來 シタ ル モ ノ ナ リ キ.而 シテ之 等 電 解 質 ノ生

體 内 作用 機 構 ニ關 シテ ハ從 來 種 々 ナ ル 業績 ヲ觀 ル處 ニ シテ, Vegetative Nervensyatemト ノ關

係 ニ就 テ ハZondek, Krausノ 研 究 存 シ,又 之等 ガ綱 状織 内被 細 胞 系 統 ニ及 ボ ス影 響 ニ關 シテ

ハMarzel Handelノ 研 究 セ シ處 ニ シテ,氏 ハKC1及 ビCaCl2ヲ 注 入 シテ後 ニ 墨 汁 ヲ注 射 シ
,

其 ノSpeicherungノ 状 態 ヲ檢 シタ リ シガKCl注 人 ニ依 リテ ハ該 機 能 ハ上 昇 シ, CaCl2依 リテ

ニ低 下 スル 事 實 ヲ確 メタ リ.又Beckmannハ 之 等 ノ溶 液 ヲ各 々V . jugularia及 ビV. Portae

ニ 注 入 シテ, Karotie及 ビV. LepaticaノBlut中 ノ之 等 物 質 ノ含 有 量 ヲ比 較 測 定 シヲ
,肝 臓 ヲ

還 流 セ シム ル時 ハCaハ 大 ナ ル變 化 ヲ受 ケ ザ レ ドモ, Kハ 増 昇 セル コ トヲ知 リ,肝 臓 ノKalium-
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vorrateノMobilisationナ リ ト解 説 シテ肝 臓 ト之 等 溶 液 卜ノ關 聯 ヲ明 カ ニ セ リ.又Zondekハ

細 胞 ノAziditatsverhaltnisニ 及 ボ ス之 等 兩Ionノ 影 響 ニ關 シテ 日 ク, K-Konzentrierungナ

ル 時 ハGrenzflucheノKolloidal-elektrolyteハOH-ionヲ 遊 離 シテ外 界 へ放 逐 シ,ソ レ自 ラ バ

酸 價 ノ上 昇 ヲ現 シ, ca-konzentrierungナ ル 時 ハ反 之H-ionヲ 放 逸 シテAlkali價 ノ上 昇 セル モ

ノ ナ リ トシ,且Benedict, Haendel, Ohme等 ノ實 驗 ヲ根 據 トシテ此 關 係 ハ一般 生 物 ニ於 テ 通

有 ナル モ ノ ナ リ トセ リ.一 般 ニ注 入 サ レタ ルIon或 ハ鹽 類 ナ ル モ ノ ト細 胞 トノ 間 ノ關 係 ニ就 テ

ハ或 物 ハ容 易 ニzellmembranヲ 通 過 シテ密 ニ結 合 ス ル モ ノ ア リ,又 或 物 ハ然 ラザ ル モ ノ アル

ベ ク,之 等 ハ細 胞 ノ周 圍 ニ於 ケ ルKorpersaft或 ハ血 中 ノ各 箇Ion及 ビ細 胞 自 身 内 ニ於 ケルIon

含 有 量 ノ状 態 等 ニ關 係 スル コ ト大 ナ リ,而 シテ細 胞 内 ニ於 ケ ル所 謂Binnenelektrolyteナ ル モ

ノ ハK. mg. P. Fe.等 ニ シテ,又 所 謂Aussenelektrolyteト シテ細 胞 ノ周 圍 ヲ還 流 セル體 液 中

ニ於 ケル モ ノ ハ主 トシテCaトClナ リ トサ ル.

上 記 ノ事 實 卜余 ノ成 績 トヲ綜 合 シテ 中 間 代 謝 ニ於 ケ ルCa, Kノ 意 義 ヲ按 ズル 時 ハ,一 般 的 ニ

ハ 細 胞 ニ依 リテ營 マ ル ルAnabolische又 ハKatabolische Protesseノ 總 和 ナル モ ノ ハfermen

tative Reaktionニ 依 リテ所 詮 ハ決 定 サ ル ル トシテ モ, Ca, Kハ 更 ニ ヨ リ先 駆 的 ニ之 等 ノPro

cessヲ 規 律 スル一 素 因 トナ リ得 ル モ ノ ニ シテ,本 格 的 ニ細 胞 ノ酵 素 作 用 乃 至 ハOxydations

processニ 對 シテCaハ 抑 制 的 ニKハ 促 進 的 ニ作用 セ シモ ノナ ル ヲ知 リ,又 緒 論 ニ於 テ述 ベ タ

ル 諸 家 ノ瓦 斯 代 謝 研 究 ニ於 ケル實 驗成 績 トモ大體 ニ於 テ 一 致 ヲ見 タル モ ノ ト云 フ ヲ得 ベ シ.

次 ニ豫 メ生 體 内 ニ於 テK-, Ca- uberachusaノ 状 態 ニ置 キ タル モ ノ ニ對 シテ 「チ フス ワ ク チ

ン」 ノ一定 量 ヲ注 入 シテ,其 ノ毒 性 ガ中 間 代謝 ニ作 用 シテ如 何 ナ ル反 應 ヲ現 ス ヤ ヲ觀 察 セ シ ガ,

總 窒 素量 ハCaノ 場 合 ニ於 テ ハ其 ノ上 昇 セル コ トハ認 メ難 ヶ レ ドモ減 少 セ リ トモ考 ヘ ラ レズ,

 Kノ 場 合 ニ就 キテ ハ稍 々 上 昇 セル モ ノ ト看倣 シ得 ベ シ,尿 酸 量 ニ就 キ テ モCaノ 場 合 ハ總 窒 素

量 ノ ソ レ ト大 體 同様 ナ レ ドモ, Kノ 場 合 ハ明 力 ニ著 明 上 昇 ヲ來 シタ リ.元 來 生 體 内 ニ發 來 セル

BakterienノToxineナ ル モ ノハ,ソ レガ外 因性 ナ ル ト内 因性 ナル トニ拘 ラ ズ, Antitoxineト

Spezifische Bindungヲ ス ル他 ニ多 數 ノChemische Einwirkungニ 依 リテ モ解 毒 サル ル コ ト

大 ナル モ ノ トサ レ,所 謂Toxineナ ル モ ノ ハ殊 ニOxydationニ 對 シテempfindlichナ ル モ ノ ニ

シテ,空 中 ノ酸 素 又 ハTieriache Oxydaseノ 作用 ニ依 リテ容 易 ニ毒 性 ヲ滅 殺 乃 至 消 失 サ ル ル モ

ノ ナ リ, CalmetteハSchlangengiftガGoldchlorideニ 依 リテ 中和 サ レル コ トヲ觀, Schaden

 Foa, Aggazotti及 ビ自 ラ ノ研 究 ニ立 脚 シテ之 等Toxineニ 對 えル 鹽 類 ノ解 毒 作 用 ニ關 シテ,

 IonノKatalytische Wirkungニ ヨル モ ノ ナ リ ト主張 シテ各 種 ノ引 證 ヲ指 摘 セ リ.又Zondek

ニ 依 レバ 此 有 毒 性 ノ蛋 白體 乃至 ハ其 ノ分 解 産 物 ニ對 ス ル一 般 細 胞 ハ感 受 性 ヲ決 定 シ テ中 間代 謝

ニ重 要 ナル役 目 ヲ演 ズル モ ノ ハ鹽 類Ionニ シテ,細 胞 ニ於 ケ ルElektrolyte
, Verteilungsan

derungガ 本 質 的 ニ決 定 ヲ與 ヘ ル モ ノナ リ トセ リ.即 チ余 ノ得 タ ル 成 績 モCaCl2ニ 於 ク ル場 合

ハCa-ionニ 依 リテBiologische Schutzapparateト シテ重 要 ナル 網 内系 ノ機 能 低 下 シ,且 又
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Ca-ionノ 各 種 作用 ニ依 リテ體 組織 一般 細 胞 ノ毒 性 ニ對 スル 感 受 性 ノ低 下 ヲ招 來 シ,随 ツテ 之 ニ

對 ス ル 反 應 ガ 遷 延 低 下 シタル モ ノナ リ トモ考 ヘ ラ レ,又 一 方Schadeノ 唱 フル ガ 如 クCa

uberschussノ 状 態 ニ於 テCa-ionノKatalytische Einwirkungニ 依 リテ毒 性 ノ減 弱 ニ モ因 ス

ル モ ノ ナル ベ シ.次 ニKClニ 於 ケルし場 合 ハ總 窒 素 量 ガ稍 々上 昇 シテ尿 酸 ガ著 明 ニ増 多 セル ヲ觀

タ ル處 ナ リシ ガ,總 窒 素 量 ニ於 テ ハ併 シ單獨 注 入時 ニ觀 ル ガ如 ク著 明 上 昇 ナ ラズ,矢 張 リCa

ノ如 ク ニハ非 ザル 可 ケ ンモKニ 依 リテ モ其 ノKatalytische Wirkungニ 依 リテ或 程 度 ノ毒 性

減 弱 ハ ア リタ リ ト考 ヘ ラ レ, Kガ 主 トシテInnenelektrolyteナ ル處 カ ラBeckmannノ 前 記 肝

臓 トノ關 係 ヲ研 究 セ シ處 ヲ觀 テ モ, KノMobilisationヲ 起 シ,肝 臓 細 胞 バー 般 ニ一定 ノIon

 verteilungsanderungア リテ毒 性 ニ對 ス ル感 受性 ノ上 昇 ヲ來 シ,且 綱 内 系 一 般 細 胞 ノHype

rfunktion (Marezel Handel)ヲKニ 依 リテ惹 起 セル モ ノ ナ ル コ トヲ考 ヘ レバ,尿 酸 排泄 量 ノ

上昇 竝 ニ總 窒 素 量 ノ成績 ハ容易 ニ首 肯 サル ル處 ニ シテ,又 諸 家 ノ各 種 實 驗 成績 トモ能 ク ー 致 ス

ル處 ナ リ.

次 ニ網 内系 細 胞 ノ之 等 鹽 類 溶 液 ニ對 スル關 係 ヲ考 察 スル ニK及 ビCaガ 該 系 細 胞 ニ對 ンテ

各 々一 定 作用 ヲ及 ボ ス モノ ナ ル コ トハ,既 ニ前 記Marczel Handelガ 一定 方 法 ニ依 リテ實 驗 的

ニ證 明 セ シ處 ナ ル ガ,殊 ニ網 内 系 ニ屬 ス ル細 胞 ナル モ ノ ハ元 來 一般 體 細胞 ト異 リ,總 テ異 物 ニ

對 ス ル貪 喰 作用 ナ ル特 異機 能 ヲ有 スル モ ノ ニ シテ,髓 テ之 ニ對 シテ特 ニ能 クSpeichernサ レテ

一定 機 能變 調 ヲ招 來 スル處 ノ所 謂Blockadeナ ル モ ノ ガ存 スル 所 以 ニ シテ
, K及 ビCaガ 中 間

代 謝 ニ於 テ 一 定影 響 ヲ及 ボ シ,且 殊 ニ之 等 鹽 類 モ 亦網 内系 細 胞 ニ對 シテ何 等 力 ノ關 係 ヲ有 ス ル

モ ノ ナル ベ キ コ トヲ想 定 シ得 タ ル余 ハ曩 ニ數 回 ノ報 告 ニ依 リテStoffwechselapparateト シテ

ノ網 内系 ヲ論 ゼ シ處 ナ リシガ,更 ニ該 系 ニ對 ス ル所 謂Blockadeト 之等K, Ca鹽 類 トガ網 内系

ニ對 シヲ如 何 ナル關 聯 ヲ有 ス ルしヤ ヲ究 メ ン トシテ 行 ヒタ ル家 兎Nr . 5-8ニ 於 ケル 實 驗 成 績 ヲ

根 據 トシテ考 察 ヲ試 ミ ン トス.即 チ余 ハ先 ヅ豫 メK及 ビCaヲ 充 分 ニ供 給 シタ ル状 態 ニ於 テ

Kollargolノ 影 響 ヲ觀 タル ニ, Kニ 依 リテ先 驅 サ レタ ル場 合 ハ總 窒 素量 竝 ニ尿 酸 量 ノ消 長 状 態

ハ其 ノ單 獨 注 入 ノ場 合 ニ於 ケル ト,様 式 ニ於 テ差 異 ヲ認 メザ レ ドモ
, Caニ 依 リテ 前處 置 スル 時

ハKollargolニ 依 ル影 響 ハ總 窒 素 量 ハ第1日 ハ著 明 上 昇 ラ觀 タ レ ドモ爾 後 ハ減 少 ニ傾 向 シ
,殊

ニ尿 酸 排泄 量輕 度 ニ止 リタ リ,是 ハ網 内系 ニ對 シテ或 ル意 味 ニ於 テ 填 塞 状 態 ニ置 キタ ル ガ如 ク

ニ作 用 シタ ル モノ トモ認 メラ レ, Kollargolハ 普 通状 態 ニ於 ケ ル如 ク ニ該 系 ニ充分 補足 サ レズ

シテ 一般 細 胞 ニ對 シテ毒 性 トシテ及 ビタ ル コ ト大 ナ リシモ ノ ノ如 ク,随 テ該 系 ニ於 ケ ル細 胞 ノ

脱 落死 滅 モ僅 少 ニ止 マ リタル モ ノナ ル コ トヲ尿 酸 ノ著 明 排泄 上 昇 ヲ觀 ザ リ シコ トニ依 リテ 想 像

シ得 ル トコ ロナ リ.即 チKollargolノ 中 毒 性 ガ増 強 サ レタ ル モ ノ ノ如 ク考 ヘ ラル .又 逆 ニ最 初

Kollargolニ テ填 塞 シ置 キ タ ル場 合 ニCaヲ 注 入 ス レバ
,總 窒 素 量 竝 ニ尿 酸 量 ハ著 明 ナ ル特 定 變

化 ヲ起 サ ズ,前 者 ハ漸 次 緩 慢 ナ ル經 過 ニ於 テ次 第 ニ減 少 スル モ ノ ノ如 ク,後 者 ハ爾 ホCa注 射

開始 ニ及 ビテ モ,平 衡 値 ニ比 ジラ幾 分増 多 セル ヲ觀 タ リ シガ,之 ハ恐 ラクKollargolニ 依 ル作
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用 ノ尚 ホ 後 貽 セル ニ由 ル モ ノ ナル べ ク,直 接Caニ 依 リテ惹 起 サ レタ ル現 象 ニ ハ非 ザ ル ベ シ.

 Kヲ 注 入 スル ニ及 ビテ ハ總 窒 素 ハKollargol注 入第3日 目 ニ稍 々減 少 セル モ ノ ガ,再 ビ又著 明

ノ上 昇 ヲ示 セ リ,然 レ ドモ翌 日 ヨ リハ又 直 チ ニ最 初 ノ平 衡 値 ニ近 似 シテ大 ナ ル 變 動 ヲ呈 セズ シ

テ經 過 セ リ.而 シテ尿 酸 量 ノ消 長 ハKCl注 入 ニ及 ビテモ總 窒 素 ニ比 シテ ヨ リ長 期 ノ著 明 上昇 ヲ

持 續 シテ3日 間 ニ及 ビタ リ. Schulemannガ 網 内系 細 胞 ノ貪 喰 機 能 ニ關 シテ 致 セル綜 説 ヲ觀 レ

バ,諸 家 ノ實 驗 ヲ引 證 シテ,之 ニ物 理 化 學 的解 説 ヲ與 ヘタ ル モ ノ ア リ.即 チ氏 ニ依 レバ細 胞 周

圍 ノMediumニ 反 シテelektronegativニ 荷電 セル物 質 ヲ 一般 ニphagocytierenス ト,即 チ

Anodeへ 向 ツ テPotentialgefalleヲ 起 シラ 行 ク モ ノ ナ リ.而 シテZondekハ 前記 ノ如 クK

- Konzentrierungナ ル 時 ハOH-ionヲ 放 逐 シテ 自 ラ バ其 ノ酸 度 ヲ上 昇 スル モ ノ ナル コ トヲ言 ヘ

リ.之 等 ノ事 實 ヲ考 フ レバ 網 内系 細 胞 ナル モ ノハ恰 モ本 來K-Konzentrierungノ 状 態 ニ アル モ

ノ トモ 考 ヘ ラ レ,且Marezel HandelモKニ 依 リテ益 々其 ノ機 能 ノ上 昇 サル ル コ トヲ證 明 セ

リ.這 般 ノ關 係 ニハ一 脈 ノ聯 繋 ニ依 テ結 合 セル モ ノ存 スル ガ如 ク,又 一 面 細 胞 代謝 ニ對 シテ幹

根 ヲナ ス モ ノ トモ考 ヘ ラル ル處 ニ ンテ,唯 單 ニ余 ノ實 驗 成 績 ノ ミヲ以 テ斷 案 ヲ下 ス ニハ 聊 力不

備 ナ ル點 存 ス レ ドモ,上 記 諸 家 ノ實 驗 成 績 ヲ綜 合 參 照 シテ判 定 ス ル時 ハ, Caナ ル モ ノハ 一 般 細

胞 ニ對 シテ モ勿 論 同 様 ナル ベ ケ ンモ,亦 網 内系 細胞 ニ對 シテ モ直接 ニ原 形 質 ト交 渉 ヲ有 ス ル モ

ノ ニ非 ズ ンテ,普 通 考 ヘ ラル ル ガ如 ク各 種 ノ細 胞 膜 性 状 ニ對 シテ 一定 作 用 ヲ及 ボ スモ ノ ト看做

ス ヲ至 當 トシ, Kナ ル モ ノハ更 ニ ヨクtiefgreifendニ 其 ノ作 用 ヲ及 ボ シ,填 塞 後 ニ於 テ注 入 ス

ル モ,尚 ホ 一程 度 ノ交 渉 ヲ有 スル モ ノナ ル ベ ン.遮 莫填 塞 後 ニ注 入 セルCa, Kノ 影 響 結 果 ガ其

ノ單 獨 注 入 ノ場 合 ノ ソ レ ト稍 々趣 キ ヲ異 ニ シ,完 全 ナ ルー 致 ヲ觀 ザ リンハ,之 等 電 解質 ガ中 間

代 謝 ニ於 テ作 用 シタ リ シ機構 ニ就 キ テ モ亦 常 ニ網 内系 ト多 分 ノ關聯 ヲ有 シ タ リ シコ トヲ推 定 ス

ル ニ充 分 ナ ル ベ シ.

第5章　 結 論

1.家 兎ニCaヲ 注入スル時ハ尿中總窒素量竝 ニ尿酸量 ノ排泄バ一定度 マデ減少スレドモ,

 K注 入ニ際 シテハ一般 ニ輕度 ノ上昇 ヲ示 セリ.

2.豫 メ一定量ノCaヲ 注人セル家兎 ニ引キ續 キTyphusvakzinヲ 注入スル時 ハ,其 ノ單獨

注射 ニ於ヲ觀タルガ如キ顯著ナル排泄上昇 ヲ示 サズ シテ,總 窒素量竝 ニ尿酸排泄量ハ寧 ロ抑制

的ナ リ. Kヲ 豫 メ注入セル場合ニ於テハ總窒素量ハ上昇 シ,殊 ニ尿酸排泄量 ノ上昇著明ナリ.

3.一 定量ノCaヲ 注入 シテ引キ續 キKollargolヲ 注入スル時ハ第1日 ニ於テ總窒素量ハ最

モ著明ナル上昇 ヲ示 シ爾後 ハ漸次遞減的ニ下降 ニ向ヒタ リト雖モ一般 ニ高價 ヲ示 セリ.尿 酸ハ

漸次上昇 セリ.又Kノ ー定量 ヲ豫 メ注入 セルモノニ有 リテハ,總 窒素量 ハ排泄様式ハ其ノ單獨

注 入ニ於ケル場合 ト大體同様 ナル消長ヲ示 ン,尿 酸量ハ3日 間 ヲ通 ジテ漸次上昇ヲ示 セリ.

4.逆 ニKollargolニ 依 リテ豫 メ填塞 セル時ハ,引 キ續 キCaヲ 注 入スレバ總窒素量竝ニ尿
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酸 ハ共 ニ概 シテ其 ノ 單獨 注 入 ニ於 テ 觀 タ ル ガ如 ク,定 型 的 ニ低 下 セ ズ,稍 々遲延 シテ減 少 ノ傾

向 ヲ顯 ハス モ ノ ノ如 シ.又Kヲ 注 入 スル時 ハCaニ 比 シテ總 窒 素量 ハ比 較 的 高 値 ヲ示 シ,殊 ニ

尿 酸 ノ排泄 量 ノ著 明 上昇 ヲ觀 タ リ.

之 等 ノ成 績 ヲ以 テ觀 レバ, CaCl2, KCl等 ノ電 解 質 ハ生 體 内 ニ於 テ正 常状 態 ノ 中 間 代 謝 ニモ

各 々一 定保 用 ヲ及 ポ シ,且Kollargol, Typhusvakzin等 ノ有 毒 物質 ノ侵 入 ニ際 シテ モ,生 體 細

胞 ノ感 受 性 乃 至 ハ反 應状 態 ヲ差 異 セ ンメテ,一 定 作 用 ヲ及 ボ ス モ ノナ リ.而 シテKollargolノ

一 定 量 ガ 生體 内 ニ注 入 サ レタル時 ハ主 トシテ網 内系 細 胞 ニ依 リテ處 理 サ ルル モ ノ ニ シテ,又 其

ノ填 塞 ニ依 リテK, Ca等 ノ中 間 代謝 ニ及 ボ ス影響 或 ハ其 ノ反 應 異状 ヲ現 スヲ觀 レバ 之 等 電 解

質 モ 亦 一般 體 細 胞 ノ他 ニ多分 ニ網 内系 ト交 渉 ヲ有 スル モ ノ ト考 ヘ ラル.

本 稿ヲ終 ルニ臨 ミ終始御懇篤 ナル御指 ト御 校閲 ノ勞 ヲ賜ハ リタル恩師柿沼教授 ニ満腔 感謝 ノ意 ヲ表

ス.
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